
第 4回日本語教育人材の養成・研修ＷＧ 
(平成 29年 9月 8日) 

 
資料３ 

 

モデルカリキュラム（案）の作成について 

 

 

 日本語教育人材に必要とされる教育内容を踏まえたモデルカリキュラムを以下の

ように作成し，提示する。 

 

 

日本語指導者【養成段階】 

○ 大学において日本語教育を主専攻とした教育課程（４５単位以上） 

○ 大学において日本語教員養成として２６単位以上履修するコース 

○ 日本語教育に関する４２０単位時間以上の研修 

 

日本語指導者【初任】 

○ 「生活者としての外国人」に対する日本語指導者【初任】研修 

○ 留学生に対する日本語指導者【初任】研修 

○ 児童生徒等に対する日本語指導者【初任】研修 

 

日本語教育コーディネーター 

 ○ 主任教員研修 

 ○ 地域日本語教育コーディネーター研修 

 

 

 

モデルカリキュラムは，日本語教育人材に求められる資質・能力に基づき，必要

とされる教育内容を全て含むものとし，その研修プログラム実施の目安として，科

目名，教育内容，単位もしくは単位時間数を示す。 

 

 


